
 

1. はじめに 

このたびは、「A3 キャリアシート」をお買い上げいただきありがとうございます。 

本製品は、fi-61**/fi-62**シリーズでご使用いただける A3 キャリアシートです。 

本製品は、A3/B4 サイズのような、A4 サイズより大きい原稿を、二つ折りにして A3 キャリアシートにはさみ、両面読み取りする

ことにより、最大 A3 サイズ（片面）まで読み取ることを可能にします。 

※ A3 キャリアシート対応の TWAIN ドライバまたはアプリケーションが必要となります。 

（A3 キャリアシートを使用して読み取るには、TWAIN ドライバ V9.21.600 以降が必要です。） 

（A3 キャリアシート対応アプリケーションの開発には、Fujitsu Scanner ControlSDK(V2.0L70 以降)が必要です。) 

2. 準備 

●梱包内容 

以下のものがそろっていることを確認してください。 

－ A3 キャリアシート 5 枚 

※ A3 キャリアシートは、目安として、500 回読み取るごとに交換することをお勧めします。 

ただし、使用状況によって異なります。傷や汚れが目立つ場合は、必要に応じて交換してください。 
 

3. 「A3 キャリアシート」の使い方 

●A3／B4／ダブルレター原稿を読み取る場合 

1. 原稿を、読み取り面が外側にくるようにして、中央から 2 つに折り曲げます。  

（原稿の折り曲げ部分がふくらまない程度まで、しっかりと折り曲げてください。折り曲げ部分の“こし”が強いと、 

傾きの原因となります。） 

2. A3 キャリアシートを開いて、折り曲げた原稿を

セットします。  

（原稿の上側を A3 キャリアシートの上端、 

折り目側を右端にきっちりと合わせます。） 

3. A3 キャリアシート先端側を下向きにしてスキャ

ナ上にセットし、読み取りを実行します。 

⇒ 表／裏の画像データが見開き状態で並べて出

力されます。 

 

出力された画像の継ぎ目部分に隙間やズレ、線が入ったりする場合があります。 

 

また、厚い原稿を読取った場合に継ぎ目部分を境にして画像がハの字に傾く傾向があります。 

 

これらの現象は、原稿の折り曲げ方や、セットの仕方によってばらつきます。 
その場合は、以下を確認してください。 改善される場合があります。 

・ 原稿が、しっかりと折り曲げられているか。 

・ 原稿の端が A3 キャリアシートの端にきっちりと合っているか。 

・ A3 キャリアシートを裏/表逆にセットしてみたらどうか。 

 

 

以下の原稿は、使用しないでください。 

● クリップや、ステープラーの針などがついているもの （はずしてからご使用ください。） 

● インクの乾いていないもの （十分乾かしてからご使用ください。） 

● 2 つ折りにした状態で、幅 216mm, 長さ 297mm より大きいもの 

● 幅 216mm, 長さ 297mm より大きいもので、折り曲げることができないもの 

 

● 必ず、専用の A3 キャリアシートを使用してください。 

● A3 キャリアシート先端に印刷された白黒のパターン部分に、文字を書いたり、色を塗ったり、汚したり、切
り取ったりしないでください。スキャナが、A3 キャリアシートを正しく認識できません。 

● A3 キャリアシートは、1 枚ずつスキャナにセットしてください。 

● A3 キャリアシートを逆向きにして、スキャナにセットしないでください。原稿づまりが発生して、A3 キャリア
シートを破損するおそれがあります。 

● 原稿を、A3 キャリアシートに入れたまま長期間放置しないでください。印刷が A3 キャリアシートに転写す
る場合があります。 

● A3 キャリアシートを、直射日光の当たる場所や暖房機の近くなど、高温になる場所に長時間放置しない
でください。また、高温環境下で A3 キャリアシートを使用しないでください。A3 キャリアシートが変形する
おそれがあります。 

● A3 キャリアシートを折り曲げたり、無理に引っ張ったりしないでください。 

● 破損した A3 キャリアシートは使用しないでください。スキャナが破損または、故障する可能性があります。

● A3 キャリアシートは、変形を避けるため、なるべく水平な場所で、重量のかからない状態で、保管してくだ
さい。 

● A3 キャリアシートの端を、指で勢いよくこすらないでください。指を切るおそれがあります。 

 

FUJITSU イメージスキャナ fi シリーズをご使用のお客様へ 
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4. 「A3 キャリアシート」の清掃について 

「A3 キャリアシート」は、繰り返し使用しているうちに、表面や、内部に汚れやホコリが付着する場合があります。 

そのまま使いつづけると、読み取り不良の原因となる場合がありますので、定期的に清掃するようにしてください。 

4.1 清掃方法 

乾いたやわらかい布や、「クリーナ F1（別売）」または中性洗剤を少量しみこませたやわらかい布を用いて、A3 キャリアシート表

面や内部の汚れやホコリを、軽くふき取ります。 

 

● シンナーなどの有機溶剤は使用しないでください。 

● 強くこすると、A3 キャリアシートが傷付いたり、変形したりするおそれがあります。 

● A3 キャリアシートの内部を、クリーナ F1 または中性洗剤で清掃した後は、十分乾かしてから A3 キャリア

シートを閉じてください。 

4.2 清掃用品 

クリーナ F1 の品名、商品番号は以下の通りです。 

品  名 容 量 商品番号 

クリーナ F1 

 

100 ml 0631151 

ご購入につきましては、以下のホームページを参照していただくか、本製品を購入された販売代理店、または富士通コワーコ

株式会社にお問い合わせください。 

http://imagescanner.fujitsu.com/jp/support/consumables/index.html 

富士通コワーコ株式会社 

TEL ： 0120-505-279 （お客様総合センター） 

E-mail ： coworco-qa1@cs.jp.fujitsu.com 

電話お問い合わせ受付時間：月～金  9：00～17：30（土・日・祝日・年末年始を除く）

5. 問い合わせについて 

当社では、お客様に安心して当社製品をお使いいただけるよう、万全のサポート体制を整えております。 

本製品をご使用になって、万が一ご不明な点がございましたら、株式会社 PFU イメージング サービス＆サポートセンター 

までご連絡ください。 

お問い合わせ窓口 

受付窓口 株式会社 PFU イメージング サービス＆サポートセンター 

E-mail scanners@pfu.fujitsu.com 

電話 0120-37-9089 

 (携帯電話からおかけの場合：042-788-7746) 

受付時間 月～金／  9:00～12:00 

13:00～17:00 

（土・日・祝祭日・年末年始，当社休業日を除く） 

ホームページ http://imagescanner.fujitsu.com/jp/ 

なお、本内容は、予告なく変更される場合があります。 

詳細につきましては、当社ホームページでご確認いただくか、または PFU イメージング サービス＆サポートセンターまでお問い合わせ

ください。 

All Rights Reserved, Copyright © PFU LIMITED  2008,2009
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